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UAVレーザ計測を用いた大分県中津市耶馬渓町の
災害対応事例紹介

皆木 美宣・髙橋 弘（中日本航空株式会社）

1．はじめに
　わが国は平地が少なく、山地と丘陵地が国
土の約7割を占めており、急峻な地形を形成し
ている。また、近年では異常気象による河川の
氾濫や、ゲリラ豪雨に代表される集中豪雨など
を原因（誘因）とする土砂災害が毎年のように
発生しており、災害に対して脆弱な国土となっ
ている。
　この中で土砂災害は、国土のおよそ3分の2を
占める森林地区で発災する事が多く、事前調査
を困難にしてきたが、10年ほど前から急速に普
及してきた航空レーザ測量が、植生下の地形
測量を可能とするため、各種調査に有効活用さ
れている。さらにレーザ計測装置は小型化され、
UAVにも搭載されるようになってきた。本稿で
は、UAVレーザ計測を用いた災害対応を大分
県中津市耶馬渓町の事例で紹介する。

2．災害概要および現地の状況
　平成30年4月11日（水）の未明に、大分県中
津市耶馬渓町（図1）にて、幅約200メートル、

長さ約240メートルの幅で土砂崩れが発生し、
家屋4軒が土砂に巻き込まれ6名の死者を出す
など甚大な被害をもたらした。本災害の最大の
特徴は、まとまった降雨や地震などが直接的な
原因でないことが挙げられ、発生原因が特異
であった。発災後、現地では消防・自衛隊の
関係機関による行方不明者の捜索が行われて
いたが、崩壊箇所や崩壊斜面上部からの二次
災害の恐れがあり難航しており、災害の状況把
握が課題となっていた。

3．UAVレーザ計測の結果
　UAVレーザ計測は、UAV搭載型レーザ計測シ
ステム１）２）３）を用いて、発災2日後の4月13日（金）
に実施した（写真1）。計測範囲は、二次災害

計測コース数 10コース

フライト数 2フライト

コース間ラップ 50％

対地高度 60ｍ

計測点密度（単コース） 1点/0.1ｍ×0.1m

表1　計測諸元

図1　災害発生箇所

写真1　使用したUAV搭載型レーザ計測システム
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の危険性がある崩壊斜面上部や周辺地形状況
を把握するため、崩壊箇所より広く設定し、計
測は0.1ｍ×0.1mに1点のデータ取得できるよう
に計画して実施した。計測範囲とコース計画を
図2に、計測諸元は表1に示す。

4．UAVレーザ計測の結果
　取得データはデータ解析を速やかに行い、計
測翌日の4月14日には現地対策本部をはじめと
する関係機関へデータを提供した。提供した
データは三次元点群のほか、地形起伏図（特
許第5587677号）、オルソ画像、断面図（図3・
図4・図5）等である。

5．UAV計測データの活用
　計測したUAVレーザによる三次元点群デー
タは、樹木のフィルタリング処理と、下層部の
オリジナルデータを再統合処理したS-DEM

（Substratum Digital Elevation model）４） の
追加処理を行い、地形起伏図からは確認する
事が困難な亀裂や浮石の状況を可視化した平
面図を作成した（図6・図7）。さらに、災害箇
所周辺の地形データから、昔の崩壊地形など
の把握ができ、以前から崩壊を繰り返していた
場所であることが確認できた。これらの図面は、
二次災害の恐れがある箇所抽出などにも活用で

図2　計測範囲および計測コース

図3　UAVレーザから作成した地形起伏図

図4　UAV撮影から作成したオルソ画像

図5　UAVレーザデータから作成した断面図
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き、救助を行っている災害現場では大いに活用
が可能であった。
　さらに災害前の三次元データが整備されてい
れば、比較断面図から崩壊深の計測や、差分
解析から崩壊土砂量の算出がすることが可能
であるが、当該地区では災害前のデータがな
かった。そこで国土地理院の5mDEMデータを
使用して比較解析を実施した（図8）。ここでは、
5mDEMと0.1mDEMとで差分解析をおこなっ
ているため参考資料としたが、おおよその崩壊
土砂量や崩壊深さなどの算出も行い、関係機

関への報告を行った。
　本災害で使用したUAVレーザ計測システム
は、高密度で高精度な三次元データ取得が可
能なことから、災害状況の把握だけではなく、
対策工事の検討・詳細設計にも活用できるデー
タであるため、計測データの有効性は非常に高
い。加えて、本災害のように発生のメカニズム
がわからない場合などには、詳細なデータを取
得することで、従来の手法では把握できなかっ
た知見を得られる可能性がある。さらに、計測
後の速報データを30分程度で作成することも可
能であり、災害活動の基礎資料としても有効で
あると考えられる。

6．おわりに
　UAV搭載型レーザシステムによる災害対応の
事例を紹介したが、災害の規模や範囲、現象
により色々な調査手法が考えられる。例えば、
有人機による空中写真撮影や航空レーザ測量
は広域作業には向いているが、UAVレーザ計
測は広域作業対応が難しく、狭域の詳細データ
取得を得意とする。また、空中写真は解像度が
高い視認性の高い写真データは取得できるが、
航空レーザ測量にように樹木下の地形データ取
得はできない。このように災害の規模、内容に

図6　UAVレーザデータから作成したS-DEM

図7　二次災害の恐れのある浮石

図8　地理院5mDEMとの差分図および断面図
　　　（※）地理院の5mDEMとの差分図のため参考資料とした。
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よって適切な調査方法を選択する必要がある
が、UAVレーザ計測は災害現場で解析データ
を迅速に提供できるため、時々刻 と々変化する
災害対応においては、利用価値が高いといえる。
　最後に、被災された皆様には、謹んでお見
舞い申し上げます。被災箇所の1日も早い復旧
をお祈り申し上げます。
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